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出前授業実施概要	

＜概要＞　	

　大手町・丸の内・有楽町（大・丸・有）エリアには、日本を代表する企業が4,000社もあり、経済活動の中心地であります。	

そのエリアの企業の多くが、CSR活動や自社の製品づくりやサービスを提供する中で、様々な環境への取り組みとして、	

環境教育プログラムを実施されてます。	

　大丸有エリアでは、毎年夏に『エコキッズ探検隊』の名称で、そうした企業の環境教育プログラムを小学生に向けて実施し、	

昨年で8年目の夏を迎えました。	

　そこで大手町・丸の内・有楽町（大・丸・有）エリアとしては、昨年度より周辺の小・中学生にも様々な楽しい体験を通じて、	

エネルギーや資源などの環境問題に対して理解を深めてもらう為、「エコキッズ探検隊出前授業」を開催しています。	


	
  

【実施期間】　　2013年10月25日（金）～2014年3月7日（金）　　	

	


【実施場所】　　各千代田区内公立小学校の教室、施設	

　　　　　　　　　　　　※参加人数に応じて学校内で会場を調整　（例：理科実験室、など）	

	


【参加対象】　　千代田区内の小学生	

　　　　　　　　　　　　	


【参加規模】　　学年単位にて受付	

	


【実施方法】　　45分～90分（1時～2時限を利用して実施／1プログラム）	

	
 ◎各学校、１プログラム／1日　実施	


　　　　　　　　　　　　（学年人数が多い場合は1・2時間目／3・4時間目などに分けて実施）	

	
 ◎学習指導要領・総合的な学習の時間・理科・社会を活用	


	


【募集告知方法】　千代田区より各学校にご案内	

	
　月1回、千代田区役所内にて実施される区立小学校副校長会にて開催可能プログラムを告知 	


	


【応募方法】　　申込用紙に記入し、 事務局宛にＦＡＸにて申込み　　（詳細は各学校ごとにお打合せにて決定）	

	


【費用】　　　　　無料	
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千代田区教育委員会	

島崎 友四郎 教育長　	


 千代田区の地の利を生かした「出前授業」	


行政からの声	


環境問題に取り組む人材育成にも	

	


 千代田区は、10年ほど前から環境問題に大きな関心を持って取り組んできました。なぜなら、区内に企業や官公庁、大学な
どが集中し、活発な社会経済活動に伴って大量の資源やエネルギーを消費しながら、そのほとんどを区外に依存していると	

いう現実があるからです。千代田区の環境活動の特徴の一つに、学校教育の中で、環境問題に積極的に取り組んできたこと
が挙げられます。平成15年に区役所本庁舎部門が環境の国際規格であるISO14001を取得しましたが、それに続き、平成16年
には教育部門が独立してISO14001を取得しました。認証取得の過程で、小中学校や幼稚園での様々な環境教育の実践的な
取り組みを高く評価していただきました。環境マネジメントの仕組みは、平成19年の「地球温暖化対策条例」の制定を機に、現
在、「CES（千代田エコシステム）」に引き継がれています。CESは、環境モデル都市・千代田区における「ひとづくり」「まちづく
り」の一翼を担うもので、個人を対象としたクラスⅠ、個人事業主などを対象としたクラスⅡ、中小の企業・事業所などを対象と
したクラスⅢの3つのクラスで構成されています。学校や園も、今、CESのクラスⅢの認証を継続する中で、環境問題への取り
組みを続けています。	

 千代田区の企業も、また、環境問題に積極的に取り組んでいることはいうまでもありません。省エネや省資源に配慮した建物
づくり、屋上や周辺の緑化、生物多様性への配慮など、様々な工夫や試みがなされています。こうした企業の環境への取り組
みについても、出前授業の中で取り上げていただければ、千代田区の環境教育が、より充実したものになるのではないでしょ
うか。	


社会と子どもをつなぐ架け橋に	

	


 最近の学校施設は、安全・安心を確保するためにセキュリティを強化していて、	

ハード的にはクローズドされたにものになっています。しかし、本来子どもは、	

まちの中で色々な人と関わり、体験を積み重ねながら成長していくものです。	

子どもを社会の中で孤立させない取り組み、エコキッズ探検隊のように、教育	

内容を始めとして、地域社会と学校とが一体となって子どもを育てるソフト面	

での取り組みが、今後ますます大切になってくると思っています。	

 また、千代田区の学校で環境教育を受けて育った子どもたちが「環境リーダー」	

となり、次の世代の子どもたちに、環境について、さらには環境に配慮したまち	

づくりについてアドバイスしてくれるような流れができたらよいと考えています。	

 今、エコキッズ探検隊の出前授業は理科が中心ですが、千代田区の色々な	

企業や団体が、音楽やスポーツ、料理など、さまざまなジャンルに渡って、学校	

教育への支援をしていただければと期待をしています。また、千代田区は、中学校や中等教育学校でのキャリア教育にも力を
入れていますので、そうした多様な面での授業展開についても検討していただけたらうれしいですね。	

 私個人も理科が好きで、企業の強みを発揮して、教科書の内容からひとつ突き抜けた面白い理科実験などを計画していただ
けたら、さぞかし興味深い授業になるのではと大いに楽しみにしています。	
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 千代田区の小学校は長い歴史を引き継いできているものが多く、地域住民の皆さんも	

教育に大変協力的でよい関係を築いています。和楽器の演奏やお茶の作法を教えて	

くださる方もいらっしゃるんですよ。また、学校教育に協力してくださる企業が多いのも	

千代田区の特色の一つです。この地の利を生かして、これからも教育内容を充実させ	

ていきたいと考えています。エコキッズ探検隊の出前授業は、そんな地の利を生かした	

活動のひとつと捉えています。理科で扱うものは、地球温暖化に関係する二酸化炭素	

にしろ、話題になったヒッグス粒子にしろ、五感で感じられないものがあり、そうしたもの	

の理解に教科書や教材は欠かせません。しかし、理科の授業が教科書や教材に書か	

れた文字知識の習得だけに限定されてしまってはならないと考えています。現実世界	

の様々な事象を理科の知見をもとに捉えられる子どもたちを育てたいと思っています。	

ただ、特に小学校の先生には、やはり得意・不得意があって、実験や観察に慣れて	

いない先生もおられます。	


そこで、東京都教育委員会では、採用前の先生方を対象にした事前研修に理科の実践的指導力向上を目指した 講座を取り入
れていますし、千代田区でも、理科の得意な学生の方々を理科支援員として学校に派遣し、観察や実験の充実を図っています。	

 そこに企業の第一線で活躍されてきた方々に先生となっていただく出前授業が加われば、理科教育の厚みがさらに増すもの	

と思います。企業は様々な分野で、時代の先端を走る活動をされています。理科の知見をもとに、製品を開発したり、社会に	

役立てる研究をされたりしているわけで、その成果を授業に落とし込んで教えていただけたら、これほど生きた理科の教材は	

ないのではないでしょうか。これまでの出前授業で、子どもたちが本当に生き生きと授業を受けていると聞いています。	

 楽しみながら、科学的にものを見る目を養ってくれれば、うれしく思います。	


企業の実践が反映され、現実とリンクした理科教育	

まちづくりのための人材育成につなげたい	


（左）大・丸・有エコキッズ探検隊実行委員
会	


　　　中嶋　美年子	




千代田区立麹町小学校  副校長	

齊藤 孝之 先生	


授業の一部として全学年での実施が実現	

	


　麹町小学校では、昨年に続き、今年も出前授業をお願いしました。	

　今回は1年生から6年生までの全学年で実施していただき、子供達をはじめ、	

教員にとっても大変有意義な体験になりました。	

　企業や企業OBのスペシャリストが集まって子供向けのプログラムを開発し、	

その内容を地域に届ける出前授業は、大丸有という地域の特性、資財を十分に	

活用した、非常にすばらしい取り組みです。	

　エコキッズ探検隊の出前授業が授業カリキュラムの一環として実施することが	

できたのには3つの理由があります。	

　まずは、授業の内容が各学年の授業内容に沿って無理のないものであった	

こと。次に、カリキュラムで学ぶ内容に付け加えることができる発展的学習であり、	

実験として実際に体験できる内容であったことです。　	

　さらに、本校が2013～14年度に「理数フロンティア校」に指定されたことです。	

これは、東京都の施策で、理数教育を振興し、子どもたちの生きる力、社会で	

生きる資質を養うというものですが、本校はフロンティア校として千代田区内の	

小学校を牽引していく役割をもたせていただいています。	

　エコキッズ探検隊の授業は、児童が実感をもって体験できるものばかりですか	

ら、まさに本校のニーズにぴったりと合ったのです。	


教育現場からの声	


さらに多様な授業をご提供いただき、千代田区内の小学校に広がっていけたら！	

	


　千代田区内の小学校すべてがエコキッズ探検隊を実施しているわけではないとお聞きしています。これは、おそらく学校に
よって重点とする教育活動が異なるからなのだと思います。本校では理科の体験授業を積極的に取り入れたいという思い
があったので、エコキッズ探検隊とのマッチングがうまくいきました。千代田区内では、環境教育に力を入れる小学校、  道
徳教育に力を入れる学校、地域との交流に注力する学校等、さまざまな特色がありますから、今後、そうした多様な方向性
に応えてくださるエコキッズ探検隊になると、さらに活動が広がると思います。	

　 私個人としては、社会に役立つ人材教育というところに力を入れたいと考えています。例えば、大丸有に本社を置く企業の
人事担当の方から、今、我が社ではどんな人材を求めているのか、子供のとき、どんな勉強や考えを身に付けると社会の一
員として役に立つ人間になれるのか等、第一線からの生の声を聞かせていただくような授業があれば良いなと思います。	

　 いずれにしても、身近な大丸有の企業の皆さんが授業をしてくださるのは、子どもたちにとっても貴重な体験です。今後   
さらにこの地域資源を活用し、千代田区内の小学校とうまく連携して、授業のバージョンアップを図っていけたらと思います。	
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分かりやすい授業で千代田区の「理数力」アップに	

	


　 エコキッズ探検隊の授業の特徴は、児童にとってとても分かりやす	


 いことです。非常に高度な、原理的な内容であっても分かりやすい言	

 葉で説明し、企業の第一線で活躍されてきた皆さんが大勢いらっしゃ	

 って、児童2人に1人くらいの割合できめ細かく指導していただきました。	

 授業を見ていると、つまずきそうなところがあっても児童ひとりひとりを	

 しっかりフォローし、無理なく進めてくださっている。見ていてとてもうれ	

 しかったです。	

 　また、私たち教員にとっても、エコキッズ探検隊の授業内容は大変勉	

 強になりました。使用している教材が手作りで、大変驚きました。こんな	

 材料でこんな授業ができるのか、と感心することが多かったです。私た	

 ち教員もこの経験を参考にして、さらに授業を工夫していくことが大切	

 であると思っています。	

 　さらに、千代田区では理科を専門とする先生たちが集まって授業研究	

 をする「千代田区教育会理科部」の活動や、各校の理科好きの児童を	

 集めて開催する「科学教室」という取り組みもあるので、こうした活動と	

 エコキッズ探検隊との連携も、今後の可能性として考えていけたらと	

 思います。	


大丸有の地域資源をさらに活用し、学校と地域が	

　　　一体となって社会に役立つ人材を育てるのが夢！	




学校名	
 実施日	
 プログラム名	
 学年	
 人数	


千代田区立和泉小学校	


2013年	

10月25日（金）	


「味覚の授業」	

神戸北野ホテル　	

イグレック丸の内　総料理長　	

山口 浩シェフ	


6年生	
 49名（2クラス）	


2013年	

12月12日（木）	


理科実験	

「キッチングッズで電池を作ろう！」	


4年生	
 44名（2クラス）	


千代田区立お茶の水小学校	


2013年	

12月17日（火）	


調理実習	

「遠藤シェフによる焼売作り 」	


6年生	
 45名（2クラス）	


2013年	

2月19日（水）	


理科実験	

「風車を作って発電しよう」	


3年生	
 46名（2クラス）	


2013年	

2月20日（木）	


理科実験	

「墨流しを作ろう」	


4年生	
 56名（2クラス）	


千代田区立九段小学校	

2013年	

12月19日（木）	


理化実験	

「墨流しを作ろう」	


3年生	
 44名（2クラス）	


千代田区立麹町小学校	


2014年	

1月10日（木）	


理科実験	

「滑車の実験」	


6年生	
 68名（2クラス）	


2014年	

1月23日（木）	


理科実験	

「表札をつくろう」	


1年生	
 78名（2クラス）	


2014年	

2月24日（月）	


理科実験	

「光通信を学ぼう」	


5年生	
 62名（2クラス）	


2014年	

2月27日（木）	


理科実験	

「エタノールで船を走らせよう」	


2年生	
 53名（2クラス）	


2014年	

3月6日（木）	


調理実習	

「プロのシュウマイ作り」	


4年生	
 59名（2クラス）	


2014年	

3月7日（金）	


理科実験	

「風車を作って発電しよう」	


3年生	
 59名（2クラス）	


千代田区立昌平小学校	

2013年	

12月16日（月）	


理科実験	

「墨流し＆表札をつくろう」	


2年生	
 39名（2クラス）	


千代田区立番町小学校	

2013年	

12月2日（月）	


理科実験	

「冷却パックを作ろう」	


4年生	
 67名（2クラス）	


実施回数	
 6校（14回）	


参加人数	
 769名	
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参加学校一覧	




プログラム実施団体・協力者の声	

一般社団法人ディレクトフォース　	
  

Q1. 今年で2年目の出前授業のどのような点にやりがいを感じましたか？	


Q2. 夏に丸の内で行われたエコキッズプログラムとの違いはどんなところにありますか？	


Q3. 子供の効果的な学びを促進する為に授業で大切にしていたことはありますか？	


　子ども達の理科離れに危機感を抱いている当グループとして、千代田区の小学校の理科授業で実験活動を本年度も
実施できたことを大変有意義に感じています。	


　エコキッズは応募者の参加ということに対し、授業では児童、先生とも意識に幅があることを感じます。	


　まずは楽しんでもらえること。それによって観察や考察という理科だけにとどまらない大事な習慣を身に着ける	
  
キッカケとしてもらいたいと考えています。	


　ディレクトフォースは企業の経営メンバー	

として活躍し、経験豊かな元エグゼクティブ	


を中心に構成された ユニークな団体です。	


これらシニア達が企業での様々な経験や	


培った知見を、今一度、社会に役立てよう	


との趣旨で結集し、2002年に設立。	


　その中で元技術者のメンバーを中心に　　　　　

構成している技術部会が、社会貢献の一環	


として2009年から各地の小中学校で様々な	


理科実験教室を開催しています。	


2012年から「エコキッズ探検隊」でプログラム	


を実施して頂いています。	


四川豆花飯荘　遠藤シェフ 	

Q1. 昨年に続き、エコキッズ探検隊出前授業に参加いただけましたが、　　	

　　 どのような点にやりがいを感じましたか？	


Q3.エコキッズ探検隊出前授業に関する要望、改善点はございますか？	


Q2.子供の効果的な学びを促進する為に授業で大切にしていたことは	

　　何ですか？　	


　毎回そうなんですが、子供たちと触れ合うことで逆にエネルギーをもらって	
  
います。	
  
　子供の頃からそうですが、環境問題や食に興味を持つことが、自身の健康	
  
を見直すためにも大事な事と思っており、今後もこの活動に参加していければ

と思っています。	


　「四川豆花飯荘」は新丸ビル商業フロア
6Fにある中国料理レストランです。 

伝統的な四川料理のみならず広東・上海・	


北京、そしてアジア各国のテイストを加え	


幅広く新感覚の中国料理をお楽しみ頂け	


ます。　エコキッズ探検隊プログラムに	


は過去４回と昨年の出前授業にもご参加

いただき、毎回「食育」と「エコ」を合わせた

プログラムを実施いただいてます。	


　プロの技術を実際に見てもらうことで、『料理をする』という事に関心を持っ

てもらい、実際にみんなに手を動かして体験してもらうことを大切に心がけて

います。	


　丸の内に関わっている多くのレストランのシェフやオーナーなどの仲間と	
  
協力しあいながら、「食育＆エコ」という観点でこの活動への参加者が多く	
  
なるといいですね。	
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Q5. 実験道具を開発するときの苦労や秘話を教えてください。	


　現在13のテーマを有してますが、苦労や秘話はテーマごとに数知れません。　共通していることは、テーマリーダー
は、それぞれの家で相当の時間と手間をかけていること、継続可能なように費用レベルに留意していることなどがあ
ります。	


Q4. 新しく実験プログラムを考えるとき、どのようなプロセスを経て生まれるのです？	


　科学的現象を新鮮に感動し観察してもらうプログラムを充実していきたいです。そのため、グループとしてテーマ	
  
委員会を作ってます。メンバーの経験や考えからテーマを提案してもらい、委員会で練り上げていってます。	
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■ CESとエコキッズ探検隊出前授業の理想的な関わり方についてどう思いますか？	

	


  毎回大人の人数が多いので　授業を見学するかんじとなっています。それはそれでいいのですが、役割分担を	

 してもいいかなと思った回がありました。または、将来的にＣＥＳ独自のプログラムをエコキッズ探険隊に入れて	

 いただくことも出来ればいいなと思っています。	


ＣＥＳ推進協議会  ➊	

環境リーダー　津田真知子 様	


CES（千代田区エコシステム）推進協議会

は、千代田区に関わる人（在住・在学・	


在勤・千代田区を訪れる人）が、それぞれ

の立場でこれからのエコを一緒になって

考え行動することを推進するため活動して

います。	


■ 環境モデル都市である千代田区の中でCESの担う役割に	

　　ついてお聞かせ下さい。	

	


　 　行政と共に区民（在住・在勤・在学・どなたでも）の環境意識向上	


　　のために働くことと思っています。	


■ 現在CESが取り組んでいる小・中学校における環境教育/	

　　地域貢献活動はどんな事がありますか？	

	


     行政と共に区民（在住・在勤・在学・どなたでも）の環境意識向上	


　　のために働くことと思っています。	


■ 現在CESが抱えている課題等はありますか？	

	


  ①ネットワークの構築　　②環境リーダー育成　	


   ＣＥＳが環境リーダーや会員（個人・企業・学校）によって、協力しながら	


　環境事業をすることです。	


■ 今回、2年目となりますが、エコキッズ探検隊出前授業に一緒　	

　　に参加してのご感想と今後の要望、改善点についてお聞か　	

　　せください。	

	


    千代田区民として区内小・中学生が、とてもよい体験をさせていた	


  だき感謝しています。	


この体験が学校を通して保護者のもとにきちんと報告されているかどうかが心配ですが。保護者へなぜ出前

授業をするのか、ただ大丸有に訪れてほしいからではなく、理科実験によって「こども達に自然科学に興味を

もってもらうこと、環境の事を考えるきっかけになること」をきちんと伝えてほしいと思います。	


ＮＴＴ東日本 (株)	

ITイノベーション部	

グリーン推進室	


丸山秀一様	


■ 出前授業を終え、率直な感想をお聞かせ下さい。	

	


　　日々の業務においては、企業内外の社会人に対してのやりとり	


  ばかりになりますが、出前授業等、子どもを対象にした活動は普段	


  の行動では考えないような、忘れかけている新たな気づき等があり、	


  大変意義な内容であると考えています。	


　 今回実施した出前授業でも、生徒からの積極的な発言から弊社	


  としての新たな『気づき』もありました。	


■ 夏のエコキッズ探検隊のイベントに続き、御社の環境教育	

    や取り組みを広く子供たちへ伝えていくことについて、今後	

    のご希望や展望はございますでしょうか？	

	


　　子ども達を対象にした活動は直接、売上に関連するものではあり 	


   ませんが、企業価値を向上させる活動としては大変有意義であると	


   考えております。今後も他の地域への展開等、積極的に活動して	


　いきたいと考えています。	




■企業と地域がつながる取り組みとして、今後、エコキッズ	

   探検隊の出前授業にどんな可能性があると思いますか？	

	


　　エコキッズを通じることによって、企業と地域のつながりが強くなると思います。今後は、エコキッズに参加した	


  企業に小学生が職業体験に訪れたり、企業が地域のイベントに出展するといった互いに利益のある取り組み	


  を増やすことによって、より協力体制が強化されるのではないかと思います。	


ＣＥＳ推進協議会  ➋	

明治大学　寺島　丈博 様	


■ 区内の小学校へ丸の内の企業や団体が出向き、出前授業を	

　　行っている取り組みについてどう思われましたか？	

	


　　面白い取り組みだと思いました。普段会う事のない企業や団体の	


  方々が講師となって授業を行うことで子供たちは普段の授業とは 	


  違った、貴重な経験や知識を得られると思います。	
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■ 授業に参加して率直な感想をお聞かせください。	

	


　　ボランティアとして参加させていただいたのですが、子供たちの楽し	


　そうな様子を見て、私も非常に楽しくお手伝いすることができました。	


　また、エタノールを使って水の上で船を走らせるという内容が非常に	


　面白く、　子供たち以上に楽しませていただき、自分が小学生の時に	


　こんな授業を受けられたらよかったなと思うぐらい魅力的な授業でした。	


　また、参加した企業の講師の方々もとても楽しそうに教えていたのが]	


　印象的でした。	


■企業と地域がつながる取り組みとして、今後、エコキッズ探検隊の出前授業にどんな可能性がある	

   と思いますか？	

	


　千代田区内で環境問題に関わる仕事をしている社会人を講師に招き、出前授業をしてもらうことで、学校の	


勉強の延長線上に企業の取り組みや地域の取り組みがあることを意識してもらえると思います。	


　学校で学んでいることと、社会に出てから会社が取り組んでいることはつながっているのだという意識があれば、	


出前授業の後も継続して学習への意欲が保たれるのではないでしょうか。	


ＣＥＳ推進協議会　➌	

明治大学　朝賀　美月 様	


■ 区内の小学校へ丸の内の企業や団体が出向き、出前授業を	

　　行っている取り組みについてどう思われましたか？	

	


 　実験を行う授業は特に、担任の先生一人だけではクラス全員に細かい　	


　ところまで指導するのが難しいと思います。しかし、出前授業であれば	


　大がかりな実験であっても実施できますし、より丁寧な指導ができる	


　ため、子供たちの理解も深まるのではないかと感じました。	


　　また、出前授業では普段とは違った教材やテーマが用意されており、　　	


　生徒が関心を持ちやすいため、自分で答えを導き出そうとする姿勢が　	


　身に付きやすいと思いました。	


■ 授業に参加して率直な感想をお聞かせください。	

	


　　授業が小学校2年生を対象にしたものだったということもあり、生徒の	


　皆さんが新しく学ぶ事柄に対してとても興味を持ち、素直に吸収している	


　姿がとても印象的でした。	


　　小学校低学年くらいだと机に向かう勉強よりも、今回の実験の授業のように手を実際に動かして感覚的に	


　学ぶことも欠かせないと思います。低学年のうちにエコキッズ探検隊の出前授業でたくさんの知識を得ること	


　は、これから先の学習の理解や関心につながっていくと思いました。	




プログラム実施校の先生方の声	


Q．実施した出前授業プログラムを選んだ	

　　 理由は何ですか？	


Q．エコキッズ探検隊をご存じですか？	


Q．今後、そのようなプログラムが授業に	

　　取り入れやすいですか？	
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Q．出前授業の参加後、学校内で復習	

　　の時間を持ちますか？	


Q．本日のエコキッズ探検隊出前授業に	

　　応募したきっかけを教えて下さい	


案内を見て	

興味を持った	


11％	


その他	

22％	


副校長	

のススメ	


67％	


副校長のススメ	

63%	
案内を見て	
  

興味を持った	

14%	


その他	

23%	


大変良かった	

69%	


結構よかった	

31%	
  

授業のカリキュラム
に合っているので	


21%	


楽しそうな	
  
プログラムだと

思ったので	

64%	
  

無難な感じ	
  
がしたので	


9%	


その他	

6%	


名前だけ	
  
知っている	


86%	


内容もよく	
  
知っている	


1%	


知らない	

13%	


理科実験教室	

32%	


省エネ・地球	
  
温暖化防止	


27%	
  

プロのシェフ	
  
直伝の体験	
  

調理プログラム	

13%	


間伐材を使った	
  
工作教室	


20%	
  

森林体験	
  
プログラム	


4%	


その他	

4%	


やや不満　0％ / 大変不満 0％ / どちらとも言えない 0％	




（その他のご意見）	

	

●児童1人1人に丁寧に対応いただいたので良い体験授業となった。	

	

●身近な材料で作りやすいものでした。子供達も家で作ってみたい！生ごみを	

　 減らしていきたい！と感想を言ってました。	

	

●理論的な説明をパソコンを使って2年生に分かりやすく行っていただけたので、	

　 2回目に生徒が作品を作るときによく考えていた。	

　 理科への芽生えになれたと思う。	

	

●なかなか体験して学ぶことが難しい内容を実際に経験しながら学習できて	

　 良かったです。	

	

●1時間の授業の中でやることが明確で大変分かりやすかったです。	

　 子供達にとってはマイハガキが完成し、大変満足でした。	


先生から頂いたメッセージ	
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実施プログラムについて	


➊ 冷却パックを作ろう	


　肥料や化粧品に使われる尿素を使って「冷却パック」	


を作った。尿素が水と反応し、周りの熱を奪いながら	


溶けていく“吸熱反応”を密閉された袋を使って実験。	


尿素が入った袋の中に水が入った小袋を入れ、袋の	


口を閉める。	


次に、中の小袋を叩き割り水温が急激に下がる	


（－10℃以上）ことを体験。　	


また、丸の内の環境の取り組みを通して、ヒート	


アイランド現象を緩和するためのドライミストや、地域	


冷暖房について学んだ。	


➌ 墨流しを作ろう	


　日本の伝統工芸“墨流し”を特殊絵具を使って実験。	


絵具を水面上に拡散させ、様々な配色模様を作り、	


紙に転写。美しい色彩と不思議な模様の“私だけの	


芸術作品”を作った。	


　この技術は、海に流れた重油などを取り除く際に	


使われる技法と同じことも学んだ。	


➍ 表札を作ろう	


　丸の内にあるビルの窓ガラスの断熱効果や節電に	


ついて学んだ。	


実験では、発砲ポリスチレンの板を使い、その耐久性	


と断熱効果を体感。	


　また90％が空気で出来ていて、熱に近づけると縮む	


性質を利用し、表札作りを行った。	


方法は、発泡ポリスチレンの板に水性絵具で名前を	


描き、熱で温めると描いた部分が立体的に浮き出る。	


➋ 電池を作ろう	


　大手町・丸の内・有楽町の環境の取り組みについて	


学び、電気自動車充電施設やエリアを走るEVタクシー	


やハイブリットバスなどについて学んだ。	


　実験では、アルミカップ、食塩水、活性炭素を層に	


重ねて電池を作り並列に重ねた時の電力量を計り電気

の発電について学んだ。	


　また電池がボルタの発見からわずか200年程度で	


蓄電池まで技術が進歩した事についても学んだ。	
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【プログラム実施企業 ： 一般社団法人 ディレクトフォース】 



【プログラム実施企業 ： 一般社団法人 ディレクトフォース】 
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➎ 風力発電機を作ろう	


➐ 滑車の実験	


　大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取り組みを	


学んだ後、どうしたら重い物を楽に持ち上げられるか？	


など大昔から人間が重い物を持ちあげる方法を考えて	


きた歴史について勉強し。実際に滑車の模型を組み	


立て、どれだけ重いものが軽くなるかを体験し、その	


原理について学んだ。	


　大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取り組みを	


学んだ。	


実験では、型紙から回転羽を切り取り、風車を作り	


モーターと組み合わせて風力発電機を一人一台制作。	


作った風力発電機にドライヤーで風をあて、風車の	


羽根の角度や曲がり方を調整し、より高度な発電機を	


つくった。	


風車によって発電した電力で電気を点灯させ電気の	


大切さについて学んだ。	


　大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取り組み	


を学んだ後、コップの中の水に一円玉をそっと置くと	


ミズスマシのように表面に浮かぶ“表面張力”の実験	


をした後、スチロール紙で、帆かけ舟を作り、水槽に	


船を浮かべて、スポイトでより比重がかるく表面張力	


の弱いエタノールを船尾にたらし、船が表面張力の	


差で走る事を学んだ。	


➏ エタノールで船を走らせよう	




【プログラム実施企業 ：四川豆花飯荘】 
遠藤シェフによる焼売作り 	


　レストランがある新丸ビルの環境の取り組み	


（ゴミの処理や中水利用）について学んだ。	


遠藤シェフからは、お家でも作れるように冷蔵庫の	


残り物を利用して作れる焼売作りについて、食材の	


切り方、焼売の皮の包み方、蒸す時のポイントなど	


を教えて頂き全員で楽しい調理実習を行った。	


各テーブルによって味が違う焼売が印象的だった。	


味覚の授業	


「食育丸の内」との共同プログラムとして開催。	


　当日は、神戸北野ホテル イグレック丸の内	


総料理長山口 浩シェフに人の持っている「味覚、	


5味（甘味、酸味、塩味、苦味、うま味）」について	


実感を交えながら説明していただいた。	


　また、５味が味わえる手作りのチョコレートを試食し	


食べること、味覚の大切さを勉強した。	


【プログラム実施企業 ：丸の内シェフズクラブ】 

光通信を学ぼう	


【プログラム実施企業 ：NTT東日本】 

千代田区役所内で毎月定例となっている副校長会の中で、事務局より16プログラムを	


ご提案させてただき、各学校で選択していただいた14プログラムを実施しました。	
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　当日は講師である阿部様に、昔と今の通信（連

絡方法）の違いや、光通信の仕組みについて教え

てもらったあと、プラスチックコップ、アルミ箔、ペン

ライト、ラジカセを使って「光糸電話」を作り、実際

に糸ではなくて、「光」を通して音や声が伝わる実

験を行った。	




出前授業の様子	
 和泉小学校 	
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2013年10月25日(金)	


した。 

実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 3時間目10：35～11：20	


： 6年生　計42名（2クラス）	


： 味覚の授業（実施団体：丸の内シェフズクラブ／神戸北野ホテル イグレック丸の内　総料理長　山口 浩シェフ）	


： エコキッズ探険隊スタッフ　3名 / 商業施設業務部 2名 / CES　3名	


： 出前授業の第一回目として実施。大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取組みについて学んだあと、	

   山口シェフの「味覚」についての講義を受け、鼻をつまんでブドウ味のグミを試食して、匂いの大切さを	

   感じたり、パティシエが作られた「5味」を味わえるガナッシュを試食しながら、味覚の大切さについて	

   勉強した。　　　　　　　　	




2013年12月12日(木)	
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出前授業の様子	
和泉小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 3時間目10：35～11：20 / 4時間目11：25～12：10	


： 4年生　計44名（2クラス）	


： キッチングッズで電池を作ろう！（実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名	


： 大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取組みについて学び、その後にグループ毎に分かれて、電池	

  づくりをスタート。台所にあるアルミカップ・キッチンペーパ・塩や活性炭を使って食塩水電池を作って	

  もらい、電池が発電した電気でモータを回し、さらにアルミカップが発電でどのように変化しているかを	

  化学の視点で観察した。	




出前授業の様子	
 お茶の水小学校 	
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2013年12月17日(火)	

実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 3、4時間目10：35～12：10	


： 6年生　計45名　（2クラス）	


： 四川豆花飯荘の遠藤シェフによる焼売作り （ 実施団体：四川豆花飯荘）	


： エコキッズ探険隊スタッフ3名 / CES環境リーダー 4名	


： 丸ビル、新丸ビルで実施されている、レストランなどから出る生ごみの再活用方法などについて勉強した	


   あと、「余り物を上手に使って作る」焼売作りを実施！玉ねぎのみじん切りの仕方や、お肉を皮にキレイ	


   に包む方法などを教えてもらいながら、プロの技を目の前で見て、一喜一憂しながら料理し、楽しく調理	


   実習を行い、最後は全員で美味しく試食した。	




2014年 2月19日(水)	
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出前授業の様子	
お茶の水小学校 	


： 2、3時間目 9：10～10：45 / 4、5時間目10：55～12：30	


： 3年生　計46名（2クラス）	


： 風車を作って発電しよう （ 実施団体一般社団法人ディレクトフォース）	


： 参加スタッフ   ： エコキッズ探険隊スタッフ3名/CES環境リーダー 2名	


： 大手町・丸の内・有楽町エリアの環境への取組みや、新丸ビルなどに実際に取り付けられている庇や	


　 窓ガラスの工夫などについて学び、その後、生徒一人一人が風車を作り、各班に用意された実験キット	


　 を使って風力発電によって作られた電気でLEDランプを点灯させたり、実際に作られた電気量などを	


　 測定し、電気を作る大変さや大切さを勉強した。	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	
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出前授業の様子	


2014年 3月5日(水)	


お茶の水小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 2時間目9：30～10：15 / 3時間目10：35～11：20	


： 4年生　計45名（2クラス）	


： 墨流しをつくろう（ 実施団体：実施団体一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ3名/CES環境リーダー　4名	


： 特殊な絵の具を水面上に拡散させて様々な配色の模様を作り、その上に紙をそっとおき、模様を紙に	


   転写し、美しい色彩と不思議な模様の“私だけの芸術作品“、日本の伝統工芸“墨流し“を体験した。	


   最初は、どうして絵具が水に溶けずに表面に漂うのかを科学的に勉強してもらいながら、作品を作り、	


   2回目はその仕組みを理解した上で作品を作った。	




出前授業の様子	
九段小学校	
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2013年12月19日(木)	

実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 3時間目10：35～11：20 / 4時間目11：25～12：10	


： 3年生　計44名（2クラス）	


： 墨流しをつくろう（ 実施団体：実施団体一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名/CES 4名	


： 特殊な絵の具を水面上に拡散させて様々な配色の模様を作り、その上に紙をそっとおき、模様を紙に	


   転写し、美しい色彩と不思議な模様の“私だけの芸術作品“、日本の伝統工芸“墨流し“を体験した。	


   最初は、どうして絵具が水に溶けずに表面に漂うのかを科学的に勉強してもらいながら、作品を作り、	


   2回目はその仕組みを理解した上で作品を作った。	




麹町小学校  
2014年 1月10日(金)	
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出前授業の様子	
 麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 1、2時間目 11：30～12：15 / 3、4時間目13：45～14：30	


： 6年生　計68名（2クラス）	


： 滑車の実験 （実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 /CES 2名	


： 大手町・丸の内・有楽町エリアの環境の取組みについて学び、その後に昔から使われている滑車の	


　歴史や、現在でもどんな場所で使われているか？などを勉強した後、実際に用意してもらった滑車の	


　実験キットを自分達で組み立てて、歯車が1つの場合と2つの場合での重さの違いや、その原理など	


　について勉強した。	




2014年 1月23日(木)	
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出前授業の様子	
麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 2時間目 9：30～10：15 / 3時間目10：35～11：15 / 4時間目11：25～12：10	


： 1年生　計78名（3クラス）	


： 表札をつくろう（実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 / CES 2名	


： 熱をかけると縮むという性質を持つ発泡ポリスチレンの板を使い、水を含んだ絵具で自分の名前	


  や絵を描いて温め、その温度差で生じる効果を利用した「描いた部分が立体的に残った表札」を作った。	


  表札を作る前には、発泡スチロールの性質を知るために高いところから卵を落としても割れない実験や　	


　発泡スチロールの箱に乗ってみる実験なども体験した。	




2014年 2月24日(月)	
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出前授業の様子	
 麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 2時間目 11：30～12：15 / 3時間目13：45～14：30	


： 5年生　計62名（2クラス）	


： 光通信を学ぼう　（実施団体：NTT東日本）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 / CES 2名	


： 講師である阿部 様から昔と今の通信方法の違いについて聞いた後、最新の通信方法である『光通信』	


　の仕組みについて教えてもらい、その後に用意 してもらったプラスチックコップ、アルミ箔の実験キットを	


　使って生徒一人一人で音声送信機を作り、ペンライトの光を通して、ラジカセのスピーカーへ自分の声を	


　届ける実験をして勉強した。	




2014年 2月27日(木)	
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出前授業の様子	
麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 1、2時間目 8：30～10：10 / 3、4時間目10：35～12：15	


： 2年生　計53名（2クラス）	


： エタノールで船を走らせよう （実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 / CES 2名	


： “表面張力”について、コップの中へ水より重い一円玉をそっと置き表面に浮かべたり、水を弾く特殊な	


   布へ水滴を落として、その形を観察しながら勉強し、次の実験では、スチロール紙で、帆かけ舟を作り　　　　	


   水槽に浮かべて、スポイトで水より比重がかるく表面張力の弱いエタノールをたらして、船を元気よく	


   走らせた。	




2014年 3月6日(木)	
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出前授業の様子	
 麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 3、4時間目10：35～12：10	


： 4年生　計59名（2クラス）	


： 四川豆花飯荘の遠藤シェフによる焼売作り （ 実施団体：四川豆花飯荘）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 / CES 4名　/　三菱地所 CSR推進部　1名	


： 丸ビル、新丸ビルで実施されている、レストランなどから出る生ごみの再活用方法などについて勉強した	


   あと、「余り物を上手に使って作る」焼売作りを実施！プロの技を目の前で見て、一喜一憂しながら料理	


   し、楽しく調理実習を行いました。	


   尚、今回のクラスは初めての調理実習で、来年の授業での調理実習に向けて開催されました。	




2014年 3月7日(金)	
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出前授業の様子	
麹町小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 1、2時間目 8：45～10：15/ 3、4時間目10：35～12：30	


： 3年生　計59名（2クラス）	


： 風車を作って発電しよう （ 実施団体一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名 / CES　5名	


： 大手町・丸の内・有楽町エリアの環境への取組みや、新丸ビルなどに実際に取り付けられている庇や	


　 窓ガラスの工夫などについて学び、その後、生徒一人一人が風車を作り、各班に用意された実験キット	


　 を使って風力発電によって作られた電気でLEDランプを点灯させたり、実際に作られた電気量などを	


　 測定し、電気を作る大変さや大切さを勉強した。	




2013年12月16日(月)	
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出前授業の様子	
 昌平小学校 	


実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 2時間目 9：40～10：25 ／ 3時間目 10：45～111：30	


： 2年生　計38名（2クラス）	


： 墨流し＆表札作をつくろう　（実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名　/ CES 4名	


： 2クラス同時に2つの実験教室を開催。日本の伝統工芸の“墨流し”の技術を学び世界で1つのハガキ	


   を作り、同時に別のクラスでは発泡ポリスチレンの板を使い断熱効果や耐久性を学んだ後、絵具と熱	


   の反応を利用したオリジナル表札を作成。大丸有エリアの省エネビルの工夫（エアロフローウィンドなど）	


   についても学んだ。	




出前授業の様子	
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番町小学校 	


2013年12月 2日(月)	

実施時間	


参加クラス	


プログラム名	


参加スタッフ	


当日の様子	


： 4時間目11：35～12：20、　5時間目13：40～14：25	


： 4年生　計67名（2クラス）	


： 冷却パックをつくろう（実施団体：一般社団法人ディレクトフォース）	


： エコキッズ探険隊スタッフ 3名　/ CES 1名	


： 大手町・丸の内・有楽町のエリア内で行われている地域冷暖房システムによる省エネ効果や、ドライ	


   ミスト、保水性舗装、打ち水などの環境への取組みを学んだ後、肥料や化粧品に使われる尿素が水	


　との“吸熱反応”で周りの熱を奪いながら溶けていく冷却パックをつくる実験をした。生徒たちはビニール	


　袋の中の液体が急激に下がるのを温度計で計り、その温度変化にビックリしていた。	




2013/10/22 に各報道機関に向けて	

下記のプレスリリースを配信	


2014/2/20 に各報道機関に向けて	

下記のプレスリリースを配信	


ダミー	
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プレス報道実績	

2014/1/27 に各報道機関に向けて	


下記のプレスリリースを配信	



